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八戸市立市民病院 救命救急センター所長

吉　村　有　矢

コロナ禍後の救急医療
巻　頭　言

　コロナ禍が明けたようだ。新型コロナウイル
ス感染症は５類感染症となり，我々はコロナ前
の日常生活を取り戻そうとしている。しかし，
救急医療はコロナ前の状態に戻れないでいる。
　2023年の全国の救急車の出動件数は763万
7,967件（前年比5.6％増）で過去最多となった。
青森県でも60,200件（前年比7.2％増），八戸消
防本部でも過去最多の15,222件（前年比1,302件
増）となった。救急車の需要がひっ迫している。
不要な救急要請，受診を減らす取り組みとして
青森県でも「あおもり救急電話相談（＃7119）」
が2024年８月から開始された。一方で，救急車
が現場に到着するまでの時間も延長し続けてい
る。助けるべき命が危ない。2024年８月，八戸
消防本部では平日の日中だけ出動する「日勤救
急隊」の試行運用を開始した。消防の救急出動
の約１割を占めているのが施設間搬送であり，
このための救急出動も減らさなければならない。
　八戸市立市民病院では「病院救急救命士」に
よる病院の搬送用救急車を用いた施設間搬送を
運用しており，その件数は年間300件を超える
ペースに増加している。2024年の診療報酬改訂
では，「救急患者連携搬送診療料」が新設され，
救命救急センターに救急搬送された救急患者に
対して入院３日目までの地域の医療機関への病
院搬送車による転院搬送に算定できるように
なった。この背景には，コロナ禍をきっかけに
して救急車を受け入れる病院が全国的に減少し，
救急出動が増えただけではなく，その搬送先が
特定の病院に集中するようなっていることも問
題になっている。
　八戸市立市民病院の2023年の救急搬入件数は
約7,500件となり，過去最高を記録した。これ
は東北地方では，仙台市立病院，岩手県立中央
病院に次いで３位の数字である。八戸ERの前

には日常的に救急車が行列をなすようになっ
た。約30年前に建設された病院の救急外来は手
狭になり，近年，話題になることの多い水害対
策とともにERの拡張が望まれている。増え続
ける救急搬送患者の大半は高齢者である。医療・
ケアに対する意思決定プロセスとして「ACP
（Advanced Care Planning）」が注目されるよ
うになり，この地域でも徐々に普及してきてい
る。ACP を踏まえて心肺蘇生を望まない高齢
の心停止患者が救急要請された場合に，患者の
意思を尊重して救急隊による心肺蘇生を中断
し，かかりつけ医等に引き継ぐことができる
「DNARプロトコール」が全国で導入され始め
ている。青森県でも県が主導して現在，検討中
である。
　八戸救命は，コロナ禍後の救急医療の荒波に
立ち向かって進化を続けている。2023年の厚生
労働省の救命救急センターの充実度段階評価で
は，最高評価のＳ評価を３年連続で取得した。
評点は北海道，東北地方で１位である。全国か
ら若手医師が研修のために八戸に集まり，2024
年８月には過去最高の救急医師数である24名体
制となった。今年度から開始された「医師の働
き方改革」と整合性をとりながら，地域の救急
医療を守るために日夜，奮闘している。ドクター
ヘリ，ドクターカーを活用して，もっと遠くま
で，もっと多くの患者のために，まだ我々には
できることがあるはずである。八戸市医師会の
先生方からの厚いご支援に感謝を申し上げたい。


